










ニ ン ポ ー
」という港の話も交えて話したいと思う。今回のテーマ「関西地方と中国文
学」ということを意識してまとめた。 










































白が生まれる 3 年前に当たる。仲麻呂が死亡したのは 770 年だが、これは李白と並ぶ
－ 121 －
中国の二大詩人である杜甫が死亡した年と同じ年である。杜甫


















き び の ま き び
・僧玄昉













3 人は西暦 734 年、天平勝宝 6 年に帰国の途についたが、その時に船が嵐に遭い、4












ことも非常に大きな任務であった。そして天平勝宝 2 年、西暦 750 年に筑前守
ちくぜんのかみ
に左遷



































































その官を 721 年、開元 9 年から 727 年まで務める。721 年は数え年で 23 歳なので、今
の日本で言えば大学卒業と同じ年齢である。 





















さ ほ け つ
という官につけた。その職務内容は左拾遺とほぼ同じだが、こちらは
従七品上の官なので、その前の従八品上と比べると異例の昇進と言える。これは仲麻




















洛中貽朝校書衡 朝即日本人也  
          洛中にて朝校書衡に貽
お く
る 朝は即ち日本人なり 
 万国朝天中  東隅道最長   万国 天中に朝
ちょう
し、東隅 道 最も長し。 










 伯鸞遊太学 中夜一相望    伯鸞 太学に遊びしとき、中夜 一たび相い望めり。 
 落日懸高殿 秋風入洞房    落日 高殿に懸かり、秋風 洞房に入る。 































































 西暦 733 年、日本の年号でいうと天平 5 年、中国の年号では開元 21 年の 4 月に難波
津から出航した遣唐大使多治比








せ っ こ う
省蘇州市）
に到着していて、遣唐使としての任務が終了したら、翌 22 年の 10 月に帰国の途に就
くことになっていた。仲麻呂はその噂を聞くと、急に早く故国に帰りたいという思い
が湧いてきた。仲麻呂は第 8 次遣唐使に従って唐に来たが、今回中国にやってきたの













  送晁補闕帰日本国     晁補闕の日本国に帰るを送る 




























































































き よ か わ
が帰国することになったので、それ
に従って帰国することを決意した。実際に船出をしたのは翌天宝 12 年、日本の年号で










 仲麻呂が日本に向けて出発するのを見送った王維の詩が残っている。王維は 699 年に
生まれて 759 年に亡くなっているので、その生涯は仲麻呂とほぼ一致する。 
 
  送秘書晁監還日本国    秘書晁監の日本国に還るを送る 







 九州何処遠 万里若乗空    九州何
い ず
れの処か遠き、万里 空に乗ずるが如し。 










 天に映じて黒く、魚眼 波を射て 紅
くれない
なり。 
 郷樹扶桑外 主人孤鳥中    郷樹 扶桑の外、主人 孤鳥の中。 













































































 銜命使本国               命を銜ふ くんで本国に使いす 
銜命将辞国  菲才忝侍臣    命を銜んで将ま さに国を辞せんとす。菲才 侍臣をか忝たじけうの す。 
天中恋明主  海外憶慈親    天中 明主を恋い、海外 慈親を憶う。 
伏奏違金闕  騑驂去玉津    伏奏 金闕を違さ り、騑ひ 驂さ ん 玉津に去る。 
蓬萊郷路遠  若木故園隣    蓬萊 郷路遠く、若木じゃくぼく 故園の隣。 
西望懐恩日  東帰感義辰    西望 恩を懐うの日、東帰 義に感ずるの辰と き。 
－ 130 －































































 哭晁卿衡            晁卿衡を哭す 
日本晁卿辞帝都 征帆一片遶蓬壺 日本の晁卿 帝都を辞し、 
                征帆一片 蓬壺を遶
め ぐ
る。 
明月不帰沈碧海 白雲愁色蒼梧満 明月帰らず碧海に沈み、 











       Rìbĕn Cháo qìng cí dìdū，zhèngfān yí piàn rào pénghú. 






































  望郷詩                  望郷の詩 
翹首望東天  神馳奈良辺   首を翹あ げて東天を望めば、 神し んは馳は す奈良の辺り。 
三笠山頂上  想又皎月円  三笠 山頂の上、想う又た皎こ う月げ つ 円まどかかならん。 
頭を上げて東の空を眺めていると、心は遠く奈良の辺りに馳せ飛んで行く。三笠山の































（2018 年 10 月 22 日、生活美学研究所関西文化研究会における講演に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 管 宗 次 
－ 134 －
